
出資法人等経営状―況報告書

1 作成年月日及び担当部署

総務管理部
―広報対話課令和 2年 8月 24日

※以下は令和 2年 3月 31日現在の内容です。

2 法人等の概要   `

3 役員数

4 職員数

(単位 1人)

エフエム上越 株式会社

代表取締役 熊田 唯志―

西 常 勤   □ 非常勤 ■ プロパー  □ 市兼務  口iその他

新潟県上越市本町 3丁目2番 26号

平成 11年 2月 8日

50,000千円 51.0%

市民に的確で分かりやすい行政情報を提供するとともに、災害時の緊急情報を迅

速に提供し、市民生活の安全 。安心を確保するため。           !

伍)放送法に基づく超短波放送事業及びその他の放送関連事業

121放送番組の制作及び販売業務 イ   ‐

(9放送時間|の販売業務
僻).広告業務及び宣伝業務|   ほか          i
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5 事業実績 (概要)

【第22期の経営状況】

・第22期 (令和元年度)の売上高は、前期と比較して460千円の減の41,029千円となりまし

た。新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受け、糸魚川市から生中継する「あの頃青春

グラフィティ」、能生カニ屋横丁浜汁祭りCM、 上越市立歴史博物館からの生中継番組が相次
~ヽ
下て中戦 覧巧τごと刃ヽら、当初の予厄より網

・ 売上原価は 6,857千円 (前期比 196千円の増)と なり、販売費及び一般管理費は33,839千 円

(前期比 1,432千円の減)と なりました。売上原価と販売費及び一般管理費の合計では、前

期と比較して 1,236千円の減の 40,696千 円となり、売上高から差し引いた営業利益は 333

千円となりました。

・ 営業外収益には消費税差益など524千円を、営業外費用には支払利息 97千円をそれぞれ計上

し、経常利益は 760千円となりました。

・ 最終的な当期純利益は 580千円となり、第 22期 (令和元年度)末の累積欠損金は、前期より

改善し、31,352千円となりました。

【売上高の内訳】 (税抜、単位 :千円)

【広告契約数】 (件数)

15,371 15,110広告料収入 14,920

16,634 18,355 18,´403受託事業収入

6,0134,67o 8245,イベント収入

940番組表広告収入 1,041 946

5631 200 993その他の収入

41,489 41,029合計 38 465

114109 117契約数
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6 財務状況 (税抜)
千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結
果と一致しない場合があります。

3

項  目
第 20期

自 平成 29年 4月 1日

至 平成 30年 3月 31日

第 21期

自 平成 30年 4月 1日

至 平成 31年 3月 31日

第 22期

自 平成 31年 4月 1日

至 令和 2年 3月 31日

41,489 41,029売上高 38,465

6,238 6,661 6,857売上原価

34,172売上総利益 32,227 34,828

36,240 35,271 33,839
販売費及び

一般管理費

333営業利益 △4,013 △ 443

599 524営業外収益 418

163 135 97営業外費用

760経常利益 △ 3,758 21

0 0 0特別利益

0特別損失 143 0

21 760税引前当期純利益 △ 3,901

180 180 180法人税等

580

損
益
計
算
書

当期純利益 △ 4,081 △ 159

平成 30年 3月 31日 現在 平成31年 3月 31日現在 令和 2年 3月 31日現在項  目

資 産 26,700 25,747 26,055

7,407負 債 8,473 7,679

18,227 18,068 18,648

50,000 50,000 50,000

△ 31,352△ 31,773 △ 31,932

0 0

貸
借
対
照
表

純資産

0



平成 29年度 平成 30年度 令和元年1度| 備考

① 放送委託料 17,468 19,327 19,556

② 防災ラジオ起動試験委託料 497 497 501

計 17,965 19,824 20,057

7 市からの財政支出等

(1)委託額 (税込)

(劾 財政援助額 (税込)

8 今後の経営計画等

(1)次期事業計画

(単位 :千円)

(単位 :千円)

① 経営健全化に向けた取組
ア 収入の確保
・新型コロすウイルス感染症の影響を受け延期となつている糸魚川市からの生中継「あの

頃青春グラフィティ」の放送を今秋に予定しているほか、上越まつり期間中の「お祭り

ラジオ」の公開生放送にあわせたオリジナルうちわ付きスポットCM商品を、納涼をテ

ーマにした企画に変更してスポンサーに提案するなどの取組により、収入を確実に確保

していく。

・聴取率調査を実施し、聴取状況等を把握した上で、効果的な営業活動を実施し、広告料

収入の増加を図る。

イ 支出の削減
・真に必要な経費を算出するため、平成 30年度及び令和元年度の支出の精査を行う。な

お、精査結果については、経営健全化計画の計画値として活用する。

② 持続可能な経営基盤の確立
①の取組を進め、単年度収支黒字を継続して、累積欠損金の解消を目指すこととし、これ

らの取組を計画的に進めるため、経営健全化計画を策定する。

また、コミュニティFM放送事業単独で黒宇化を継続していくことが難しい場合には、抜

本的な経営改善の方法について検討する。

な し
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内訳 平成 29年度 平成 39年度 令和元年度 備考

① 補助金 (助成金) 0 0 0

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 0 0 0

(2)中長期経営計画



9 経営状況の分析 日評価               .
(1)第ニセクター等の経営状況の分析 H評価のフローチヤー ト

※「第ニセクター等に対する関与方針」から抜粋

債務超過に陥つている、又は、資本金の 50%を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

第ニセクター等評価

委員会に見解を求め

る

は い

`ま

い

↓いいえ

↓ヤヽいえ

↓いいえ

→

|まい

→

3期連続の赤字であるか

法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)なし

引き続き経営努力を行う経営状況に問題 (課題)な し

法人の経営の持続可能性に懸念がある

当期純利益が 3期連続の単年度赤字である
経営健全化の可能性について、第ニセクタ
と等評価委員会に見解を求める

蜃索懸湯1脇警鶏基金ふある

→ BからD評価の法人は121ヘD

【特記事項】!

第22期末の累積欠損金は31,352千 円となり、資本金 50,900千円に対する比率は62,7%

になりました。
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(2)第三セクター等評価委員会の分析 B評価

■ 課題あり
□ 課題なし

① 単午度黒宇を達成したことは評価されるべきであるが、売上高に占める市からの委託料
の割合が約 47%であり、市への依存度が高い状況は続いている心

内部の経営資源を再点検し、新しい事業分野への進出を検討するとともに、毎期の財務

諸表を比較し支出経費の精査を行う必要がある。

【その他指摘事項等】

② 着実に黒字を継続し、借入金の圧縮を図ることで財務体質を健全化すべきである。

131 分析 日評価結果を受けての対応方針

①② 聴取率調査の結果を踏まえた効果的な営業活動を実施することにより、広告料収入の

増加を図るとともに、平成 30年度及び令和元年度の収益及び経費を精査し、令和 2年

度においては着実に経費の削減を行う。

また、今後、これらの取組を計画的に進めるため、市との連携を一層強化するほか、単

年度黒字を継続し、累積久損金の解消を目指す。

経営基盤を安定させるため、当社と連携しながら収支構造の改善など経営健全化に向け

た取組を進めるとともに、事業の抜本的な経営改善策についても検討を進める。
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第 22期 事業報告書
(平成 31年 4月 1日 から令和 2年 3月 81日 まで)

エフエム上越株式会社

1.経営方針

当社はおかげさまで開局 21年を迎え、地域に密着したラジオ放送局として多くの皆様に

親しんでいただけるよう、暮らしに役立つ生活情報や報道、娯楽番組などを提供するととも

に新しい地域文化の振興や地域経済の活性化に貢献し、株主、聴取者及びスポンサーの皆様

の信頼と期待にさらに応えられる番組作りに努めて参ります。3月 20日 (金)は、開局 20周

年記れとして 7時から 19時迄 12時間の公開生放送を実施し、大勢のリスナーから沢山のリ

クエス ト・メッセージを頂きました。

2.営業の概況

(1)営業の経過及び成果

FMみ ょうこうとの共催で 4回 目となる高田公園観桜会場から全国約 100の コミュニティ
FM局への公開生放送「あの頃青春グラフィティ」を行いました。10月 には弊社単独で「う
みがたり」館内から「あの頃～」の全国公開生放送を実施し好評を頂きました。

月一回のエフエム上越・FMみ ようこう共同ラジオ公開番組放送事業「namacsute(ナ マ・
ステ)」 シーズン 3を、3月 から■月まで実施しました。

年度終盤に入り、想定外の新型コロナウィルス感染拡大の影響を受けて、予定していた

8月 14日 、初の糸魚川市からの「あの頃～」、能生カニ屋横丁浜汁祭りCM,上越市立歴史博

物館からの生中継番組が中止となり、当初予定より約 300万円の売上減と成りました。

結果、売上は前期を 459,564円 下回り41,029,040円 となりました。営業外収益 524,239

円を加えた総売上は 41,553,279円 となり、売上原価及び販売 。一般管理費を差し引いた経

常利益は 760,301円 となりました。法人住民事業税等差し引いた当期純利益は 580,176円

と黒字決算となりました。

(2)営業成績及び財産の状況の推移
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区 分 第 20期 第 21期 第 22期

決 算年 月 平成 29年 4月 1日 ～

平成 30年 3月 31日
平成 30年 4月 1日 ～

平成 31年 3月 31日
平成 31年 4月 1日 ～

令和 2年 3月 31日

売 上 高 38,464,826円 41,488,604円 41,029,040円

経 常利 益
‐3,758,037円 20,994円 760,301円

当期 純 利 益 ‐4,080,770F¬ ‐159,130円 580,176円
‐株当り当期純利益

‐4,080円 77&麦 ‐159円 13銭 580円 17銭

総 資 産 26,700,261円 25,747,087円 26,054,691円

純 資 産 18,226,882円 18,067,752円 18,647,928円



3.会社の概況

(1)主要な事業内容
・放送法に基づく超短波放送事業及びその他の放送関連事業

・放送番組の制作及び販売業務
・放送時間の販売業務
・広告業務及び宣伝業務
・防災ラジオの販売業務

(2)株式の状況 (令和 2年 3月 31日 現在 )
。会社が発行する株式の総数 4,000株
・発行済み株式総数 1,000株
。当期末株主数 41人
。大株主

(3)事業所の状況
・本社スタジオ

・送  信  所
上越市本町 8丁 目2番 26号 雁木通リプラザ内
上越市大宇大貫 1457番地 1

(4)従業員の状況
・男  1人
・女  5人
・計  6人

(5)取締役及び監査役  (令和 2年 3月 31日 現在 )

株 主 名 持ち株数 持ち株比率

上越市 510本朱 51%

株式会社新潟日報社 40株 4%

株式会社新潟放送 40株 4%

株式会社エフエムラジオ新潟 20株 2%

えちご上越農業協同組合 20株 2%

上越信用金庫 20株 2%

地 位 氏 名 担当又は主な職業

代表取締役 熊田 唯志 エフエム上越株式会社代表取締役

取締役 野口 和広 上越市副市長

取締役 青木 克明 えちご上越農業協同組合経営管理委員会会長

取締役 大嶋 喜久雄 本町三丁目商店街振興組合理事長

監査役 渡辺 佐千雄 渡辺佐千雄税理士事務所所長
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第 22期 運営状況
(平成 31年 4月 1日 か ら令和 2年 3月 31日 まで )

エフエム上越株式会社

1、 放送状況

① 放送時間 24時間放送を行なつています。尚毎週日曜日の放送終了後、翌月曜日午前 1時
～4時迄は機器メンテナンス等のため放送を体止しています。

②放送内容 報道、生活情報、行政情報、タウン情報、音楽番組、教養番組など各種情報をお届
けしています。

③番組編成周期

第 1クール…… 4月 ～6月     第 2ク ール……7月 ～9月
第 3ク ール……10月 ～12月     第 4ク ール……1月 ～3月
3ヶ 月を 1ク ールとして番組改編を行います。リスナー及び番組審議会からご意見

をいただきながら、より広く親しまれる番組編成に努めています。

④自主制作番組放送時間
月曜日

火～金曜日

土、日曜日

合 計

21時間中 20時間
24時間中 23時間
24時間中 24時間

165時間中 160時間

(950/O)

(96°/0)

(100°/。 )

(97%)

⑤自社制作生放送番組
月～金曜 日 モーニングステーション(7:00～ 9:00)

すまいるカフェ(11:00～ 14:00)

イブニングじゃむ(17:00～ 19:00)

2、 PR事 業

① ホームページの開設

② 上越タイムス、上越よみうりに毎日番組表を掲載。

③ 月刊情報誌ジャックランドに毎号番組表を掲載。

④ 各クール毎に (3ヶ月に 1回)番組冊子を印刷 。発行。
⑤ 雁木通リプラザ公園入り日に掲示板を設置。番組表やイベント情報を掲示。

3、

上越市との番組放送委託契約に基づき、各種行政情報を毎日放送。

① 定時番組

市職員が対談形式で解説 (月 ～金曜日各 10分 )

広報紙より情報の紹介 (月 ～金曜日各 7分×2回、6分各 1回 )
広報対話課職員が電話で出演 (月 ～金曜日各 10分 )
土曜日は 30分番組 (平 日の 10分番組を再放送)
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4

「自治区だより」平日、各区から担当者に聞く(6分)
「出張 Jステーシヨン」FM・Jス タンフが市内各地から出張放送

原則月 2回放送 (13分 )
② スポットCM

市のイベント、制度などのお知らせを 20秒 CMで一日4回放送
③防災ラジオ試験放送

毎月 1日 午後 6時 35分～、15日 午後 12時 45分～実施(1月 1日 は体止)

コ ー

① 「モーニングステーション」
・に こで一句」つF句愛好家の皆さんのつい句を 1日 1句紹介

② 「すまいるカフェ」
・「上越ワーキングネット」「読み語リジャックの会」「上越歩く会」「ビバ !町内会」。

関係する皆さんから直接スタジオにお越しいただき、或いは電話で各団体の活動、イベント

の紹介。

③「イブニングじやむ」
。「テレホンじゃむ」リスナーの皆さんに電話で生放送に直接ご出演いただき、お友達を紹

介しリスナーの輪を広げる。

5、 制作協力 ・ コーナー名

① 「モーニングステーション」
。「JA情報」 (水)JAえ ちご上越の皆さん
②「すまいるカフェ」
。「社協からのお知らせ」 (月 )上越社会福祉協議会スタッフ
・「こんにちは !振興局です」 (火)上越地域振興局の皆さん
。「図書館へ行こう !」 (水)高田図書館職員の皆さん
。「すこやかクラブ」Ok)上越ヤクル ト販売スタッフ

(水)きたしろ歯科診療所院長

(木)上越紺太社長

(金)上越地域医療センター病院長他
。「上越警察署暮らしの安全情報」上越警察署交通課長他
・「うみがたり通信」(木)上越市立水族博物館「うみがたり」スタンフ
・「ドクタージローのこども健康相談室」 (木)塚田こども医院 塚田次郎院長
② 「イブニングじやむ」
。「TSUTAYAエンタメライフ」TSUTAYA上越インター店

6 定期地域情報と情報入手先

① ニュース

② 天気予報
③ 道路情報

④ 運行、空席情報

新潟日報、上越タイムス、上越よみうり

日本気象協会予報事業部 (地震も含む)

東日本高速道路l本用新潟支社、新潟県上越土木事務所、市道路課

ローツンカ日賀町店、野尻店、五貫野店、春日山町二丁目店

頚城自動車、JR東 日本新潟支社、北越急行、えちごトキめき鉄道、
佐渡汽船

上越消防本部⑤ 火災情報
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⑥ライヴ情報

⑦イベント情報

③その他の情報

キョー ドー北陸、FOB企 画、上越文化会館、LINE BOX等
上越市、各区総合事務所、妙高市、その他各種サークル等

停電情報 (東北電力)、 冬期水道情報 (上越市ガス水道局 )

冬期道路情報・事故等道路情報 (国土交通省高田河)|1国道事務所、ネクスコ)

徘徊シルバーSOS・ 事件事故報道 (上越警察署)

7、 他局との連携

① 月～金曜日5:00～ 6ЮO「元気はつらつ歌謡曲」全国 62局のネット番組。

② 月曜日20:00～ 20:30「ジンケ・ トリオ」全国 46局のネット番組。

③ 木曜日8:35～ 8:45「写真の話」県内 5局のネット番組。

④ 木曜日20:00～ 20:30「落合みつをの今日はどこまで歩こうか」県内 5局のネット番組。

⑤ 金曜日14:00～ 14:15燕三条FM制作「まちの作り手編集部」放送。
⑥ FMみようこうと共催で「あの頃青春グラフィティ」を放送。
⑦ 県内コミュニティFM(全 12)局が連携しての共同営業。
③ FMゆきぐに、エフエムとおかまちと共同で「ほくほくウォーク」を実施。
③ NST「プライムニュース」内「コミュニティFMだより」制作。

企画事業・特別番組8

① 平成 81年 4月 6日 「あの頃青春グラフィティ」高田公園から全国へ公開生放送。
② 平成 31年 4月 13日 「ナマ・ステ」上越妙高駅から公開生放送。
③ 令和元年 5月 11日 「ナマ・ステ」上越妙高駅から公開生放送。

④ 令和元年 6月 1日 道の駅あらいから「くびき野縁日」公開生放送。
⑤ 令和元年 6月 8日 「ナマ・ステ」上越妙高駅から公開生放送。

⑥ 令和元年 7月 13日 「ナマ・ステ」上越妙高駅から公開生放送。

⑦ 令和元年 7月 26日 荒川橋傍から「お祭リラジオ」公開生放送。

③ 令和元年 8月 10日 「ナマ・ステ」上越妙高駅から公開生放送。

③ 令和元年 9月 14日 「ナマ・ス冴」上越妙高駅から公開生放送。

⑩ 令和元年 9月 28日 六日町で「ほくほくウォーク」実施。

① 令和元年 10月 12日 「ナマ・ステ」上越妙高駅から公開生放送。

⑫ 令和元年 10月 26日 「あの頃青春グラフィティ」うみがたりから全国へ公開生放送。

① 令和元年 ■月 9日 「ナマ・ステ」上越妙高駅から公開生放送。

⑭ 令和元年 ■月 12日 「すまいるカフェ防災訓練放送スペシャル」生放送。

⑮ 令和元年 12月 8日 「サンタとハッピークリスマス !」 アコーレから実施。

④ 令和元年 12月 22日 「バロー・クリスマス・ジャム !」 実施。

1 1
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エフエム上越株式会社

貸 借 対 照 表

令和 2年 3月 31日 現在

負 債 の 部資 産 の 部

金 額金 額 科 目科 目

債

金

金

金

等

等

税

税

費

人

払

り

消

法

払

払

未

預

未

未

債

金

金

入

払

負

借

未

定

期

期

固

長

長

【流  動  負
1年以内返済長期借入

2,880,861

1,002,000

341,021

345,940

1,011,900

180,000

【

【 4,525,902

2,741,500

1,784,402

負 債 の 部  合 計 7,406,763

純 資 産 の 部

(利  益  剰  余  金 )

利  益  準  備  金
((そ の 他 利 益 剰 余 金 ))

繰 越 利 益 剰 余 金

金

金

余

備

剰

準

本

本

資

資

本

金

主 資 】

本

【株

資

-31,352,072 )

0

-31,352,072 ))

-31,352,072

【

(

(

((

0)
0

18,647,928 】

50,000,000

18,647,928

産

金

金

品

金

預

資

び

掛

蔵

替

動

及金

流

現

売

貯

立

産

産

物

備

物

置

資
　
　
設

資

定
　
　
属

　

装

築

定

固
　
　
付
　
　
械

形
　
　
物

固

有

建

建

構

機

工 具 器 具 備 品

産

産

資

資

却

ス

償括

一

一
　

リ

形 固 定 資 産 )

話  加  入  権

(投 資 そ の 他 の 資 産 )

出   資   金

【繰 延 資 産 】

【 】

(無

電

17,431,7561

16,401,656 )

8,359,036

386,703

5,520,304

541,710

1,251,202

1

342,700

【

(

【

0 】

780,100 )

780,100

250,000 )

250,000

8,622,935

2,699,177

5,746,734

136,514

40,510

純 資 産 の 都  合 計
26,054,691 負 債 ・純 資 産  合 計 26,054,691資 産 の 都  合 計
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エフエム上越株式会社

損 益 計 算 書

白 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月 31日

(単位 : 円)

科 目 金 額

【売     上     高】
売    上    高
ミューシ
・
ックハ '― 卜'売 上

【売

放

合

上 原 価

費

計

】

送

売 上 総 利 益

【販 売 。一 般 管 理 費】

営   業   利   益

【営

受

受

雑

業  外  収 益

息

金

入

】

取 不可

取 西己

収

外

当

【営  業
支  払 禾u

不可

損

費  用】
息

経   常   利   益

【特  別 益 】

【特 男町 失 】

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 住 民 税 事 業

当  期  純  利  益

40,961,840

67,200 41,029,040

6,857,356

6,857,356

6,857,356

32

600

523,607

34,171,684

38,838,880

332,804

524,239

96,74296,742

760,301

0

0

760,301

180,125

580,176
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エフエム上越株式会社

販売費及び一般管理費明細書

自 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月 31日

(単位 : 円

金 額科 目

21,472,056

3,358,513

406,465

21,889

4,860

329,217

889,554

136,720

1,713,273

247,531

6,306

691,695

39,260

207,725

1,512,104

326,800

52,352

58,150

1,696,019

614,171

59,220

給

法

福

旅

運

車

通

接

広

事

消

賃

支

水

支

諸

会

租

減

行

雑

定

利

費

　

両

　

待

告

務

　

払

道

払

福

厚

交

　

関

信

交

宣

用

　

借

保

光

手

会

議

　

償

産

利

生

通

　

連

　

際

伝

品

　

険

熱

数

当

費

費

費

賃

費

費

費

費

費

費

料

料

費

料

費

費

課

費

料

費

手料

耗 品

価 去P

用政

税
　
　

財

公
　
　
使

33,888,880計
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エフエム上越株式会社

【株主資本】

資本金

新株式申込証拠金

資本剰余金

資本準備金

その他資本剰余金

資本剰余金計

利益剰余金

利益準備金

別途積立金

繰越利益剰余金

その他利益剰余金

株主資本等変動計算書

自 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月 31日

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期純利益

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

(単位 :円 )

50,000,000

0

50,000,000

-31,982,248

580,176

1.352.072

-31,932,248

580,176

-31,352,07≧

-31,932,248

580,176

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

利益剰余金計

16
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エフエム上越株式会社

株主資本等変動計算書

自 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月 31日

自己株式

自己株式申込証拠金

株主資本合計

【評価・換算差額等】

【新株予約権】

【純資産合計】

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

―円)―一―――――一一

0

０

　

０

０

　

０

0

18,067,752

580,176

Rヽ 647.928

0

18,067,752

580,176

18,647,923

０

　

０

０

　

０

0
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個 別 注 記 表
エフエム上越株式会社

自 平成31年 4月 1日
至 令和 2年 3月 31日

(資産の評価基準及び評価方法)

1.有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

移動平均法による原価法を採用しております。

2.たな卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による原価法を採用しております。

(固定資産の減価償却方法)

1,有形固定資産

有形固定資産については、旧定額法又は定額法を採用しております。

なお、取得価額10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づく3年均等償去口を採用しております。

2.リース資産

法人税法の規定に基づくリース期間定額法を採用しております。

(その他 計算書類の作成基準)

1.消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によつています。

(賞借対照表に関する注記 )

1.固 定資産の償去,状況

(1)期末における償却不足累計額 8,099,887円

(2)有形固定資産の減価償却累計額   18,091,545円

(株主資本等変動計算書の注記)

O発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前期末株式数 増加株式数 減少株式数 当期末株式数 摘要

【発行済株式】

譲渡制限株式 1,000 1,000

合計 1,000 0 0 1,000

(―株当たり情報に関する注記)

1株当たり純資産額

1株当たり当期純利益

18,647円 92銭

580円 17銭
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監 査 報 告 書

令和 2年 5月 7日

エフエム上越株式会社

代表取締役 熊田唯志 殿

令和2年 5月 7日午前10時より渡辺佐千雄税理士事務所にて、令和元年度(平

成 31年 4月 1日から含和2年 3月 31日まで)エフエム上越株式会社の第
´
22

期決算報告書及び添付書類等を監査した結果、いずれも適法かつ正確であると

認めます。

t

19



第 23期 事業計画

エフエム上越株式会社

(1)売上増に向けての新施策

① 積極的な広告代理店の活用
「ナマステ」企画を提案された広告代理店の社員だった男性が昨秋独

立され新たに代理店を立ち上げられ、FM‐Jの取り扱い額を増大しま
す。今年 4月 末現在で約 400万の売上予算を計上しています。

② 聴取率調査の実施

6月 15日 (月 )～21日 (日 )の一週間。サンプル数日標 400人以上。
結果を基に広告提案に活かします。

③ イベント中止に伴う代替企画及び延期企画の実施

毎年実施していた「上越祭 り」期間中の 7月 26日 の公開生放送「お

祭リラジオ」協賛のオリジナルうちわ付きスポットCM商品を「納涼
企画」に変え、うちわ付き十CMの本数を増やした商品を企画提案し
ます。日標 80万 円。3月 14日放送予定だつた糸魚川からの初の「あ
の頃～」全国公開生放送を秋季に放送予定。確定 60万円。

(2)経費縮減

① 「おはなしのゆりかご」終了。60万円縮減となります。
② 「月刊ジャックランド」終刊に伴い、完全バーターの広告宣伝費 95
万円減額となります。

(3)経 営健全化計画の策定

上越市の、第ニセクター等に対する関与方針を踏まえ、将来性を見通

せる経営健全化計画を作り、取り組みます。
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第23期 予算

科 目
第22期 (実績)

平成31年4月 ～令和2年 3月
第23期 (計画 )

令和2年4月 ～令和3年 3月

売上高

上越市委託料

広告放送料

イベント

番組表

その他

試験放送

ミュージックバード

売上原価

番組購入

番組制作

イベント

売上総利益

販売一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

支払利息

経常利益

税引前当期純利益

法人税住民税事業

当期純利益

17,943

15,110

6,013

940

496

460

67

2,459

2,487

1,911

96

41,029

6,857

341172

33,839

332

524

６

　

０

９

　

６７

760

180

580

19,315

14,127

7,361

707

433

460

67

1,900

2,702

2,640

77

421470

7,242

35,228

33,382

1,846

10

77

1,779

1,779

180

1,599
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